
2020 年度 秋学期：大学院共通科目【体験型講義エンプロイアビリティ（キャリアデザイン論）】シラバス 

～体験型講義や、研究生活、他の講義で習得したスキルや経験を生かしてみましょう～ 

 

開催日： 月曜日 5 限（集中講義として開催する場合もある） 

担当教員： 森、船津（キャリアサポートセンター教員） 

方法： オンライン（基本は ZOOM を予定） 

受講申込方法： 

受講を希望する人は、事前にメールで受講希望の連絡をしてください。 

【申請期限：１０月５日】詳細は第 1 回目の授業で説明します。 

件名：体験型講義「エンプロイアビリティ」 

送信先：mori.norika アットマーク h.mbox.nagoya-u.ac.jp 

本文： 

１．学生番号 

２．氏名（ふりがな） 

３．所属研究科・専攻等 

４．連絡先（携帯電話番号，メールアドレス） 

５．受講理由（簡潔で良い。収容数を超えた場合に考慮するものです。） 

申請者に対して、ZOOM の ID をご連絡します。 

 

対象： 全学の博士後期・博士前期課程の学生が対象となります。これまで企業に就職経験のない大学院生にお勧めで

す。企業情報を扱いますし、授業時間帯ではない時間帯のワークがあるため、社会人大学院生の受講については個々で

検討させていただきます。 

 

内容： 多様な国籍、学年、分野、多彩なキャリアプランを持った学生とともに、ある課題に対して「アイディアを出し、議論

し、企画提案する」という一連の流れを経験します。これらより、多様な人材とプロジェクトを動かす経験や、海外展開を考

えていくことの必要性を知る機会とし、それらのスキルアップをしてもらいます。 

そして、その中から自分の人生において必要なスキルや価値観を理解し、これからの大学院生活でどのようなことを意識

して研究活動をするとよいのか、振り返りをしながら進めていきます。自らのキャリア・ライフを検討する機会につながります。

この講義のポイントは、企業や社会の現状を知る機会を作っているところです。 

 長期のインターンシップに参加することができない方にとって、短期で企業や社会の現状を知り、ディスカッションをする

よい機会にもなります。 

  



 

変更の可能性はありますが、以下が現在の予定です。 

日時 
（予定） 

時間 テーマ（変更の可能性あり） 

10 月 12 日 ５限  ガイダンス、グループワークの必要性、自己理解１ 

自宅学習  「企業の種類と分析」 
「基礎研究から新事業への道/イノベーションを起こす 2020」を学習 

10 月 19 日 ５限 自宅学習内容の振り返り、課題 1 の企業課題を説明 

10 月 26 日、 
11 月 2 日 

5 限 課題 1 
企業の課題をもとに、留学生や他学年、多分野の学生とディスカッショ
ン。 
企業に発表する。 

11 月 9 日 5 限  企業への発表、自己理解２ 

日程調整中 調整中 課題２の社会の現状説明を聞く 
 

11 月 30 日、12
月 7，14 日 他 

5 限 課題 2 
社会の現状を知り、課題を考え、留学生や他学年、多分野の学生とディ
スカッションする。 

１２月２１日 ５限 発表 

1 月 18 日 5 限  まとめ 

  その他、数回の OB の経験談が語られる講演会のうち一回以上の受講
を推奨する。 

 

連絡先：名古屋大学 博士課程教育推進機構 キャリア教育室 

（キャリアサポートセンター 博士人材キャリア育成部門 兼務） 

担当：特任准教授 森 

メールアドレス mori.norika@h.mbox.nagoya-u.ac.jp 

HP https://dec.nagoya-u.ac.jp/career/ 


